




































































































































































































7-2調査の実施範囲 量＇

ダム ダム湖の水中及び水面

湖内 （平常時最高貯水位まで）

流入 ・ダム湖上流の吉井川本川（ダム

河川 上流の調査地点を含む範囲まで）

・魚類及び底生動物については、
ダム湖に流入する沢筋である河
内川も対象

下流 ダム堤体下流の吉井川本川（山地

河川 河川区間の調査地点を含む範囲
まで）

ダム湖 ダム湖の湛水面から概ね500mの

周辺 範囲（ダム湖内を除く）

地形改変 土捨場跡地の植栽箇所
箇所

湿地環境 環境創出箇所として整備された湿
整備箇所 地環境整備箇所

　重要種保護の観点から
一部情報を非公開とします
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苫田ダム及びその周辺の環境（概況） 量〗

●ダム湖の環境に大きな変化はなく、カワムツ、オイカワ

等が生息するほか、湖面をオシドリやミサゴ等の水鳥が

利用している。

●ダム湖周辺の陸域植生は、スギ·ヒノキやコナラ等の樹

林群落が主である。平成26年度～令和元年度にかけて、

出水等の影響によりクズやススキ、外来種であるセイタ

カアワダチソウの群落に減少がみられた。

【植生面積の変化】
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7-6 重要種の変化の把握（スナヤツメ南方種）

［確認状況と評価］

●ダム上下流で経年的に確認されていたが、令和3年
度では下流河川での確認がなかった。

●ダム下流：一では減少傾向であ
り河床の粗粒化が影響している可能性があるが、
更に下油．．．．．では逆に、平成20年以降に新
たに確認されるようになってきた。

●ダム湖内： ダム湖流入部の調査地区で平成23年
以降確認されるようになってきた。堆砂等により新
たに生息環境が形成された可能性が考えられる。

⇒課題は特になし。今後も着目して確認していく。

種名

スナヤツメ南方種
環境省RL: 絶滅危惧11類
県：絶滅危惧11類
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※生物写真は苫田ダム周辺で撮影。 ＋ 
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ダム運用· 筈理との 連性

• 砂泥底に生息する種であり、 土砂供給量の
減少に伴う底質の変化（細粒分の減少等）
は、 餌場及び産卵場の減少につながり、 生
息状況に変化が生じる可能性がある。

【スナヤツメ南方種の確認状況】

璽

　重要種保護の観点から
一部情報を非公開とします
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7-9 生物のまとめと今後の方針(1 /2) 1111 

【まとめ】

①ダムの運用や管理に関わる生物の動向のうち、ダム湖及び流入河川に
ついては大きな変化は見られない。ダム下流河川については、一定区間
において土砂供給や流況の平滑化といった事象により、魚類等の水生
生物や河岸の植生等への影響が生じている可能性がある。

②ダムの運用や管理に関わる重要種については、スナヤツメ南方種が該
当し、ダムの上下流で経年的に確認されている。ダム直下では土砂供給
の減少による影響を受けている可能性があるが、ダム湖流入部では堆
砂により生息環境が形成され、新たに確認されている。

③特定外来生物であるオオクチバスは生息や再生産がダム湖で確認され
ているが、低密度管理の効果が発揮され、個体数は抑制傾向である。

④湿地環境整備については植生遷移が進んでいる。集魚施設については
一定の効果を上げているが、特定外来生物のオオクチバスや国内外来
種のハスも確認されている。




























































